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●第２次男女共同参画基本計画の施行について

●目的

1 目的・基本方針・令和４年度
具体的施策（行動計画）

Ⅰ. 男女共同参画行動計画と推進組織

　山形大学は、平成22年に策定された山形大
学男女共同参画基本計画（実施期間は令和元
年度まで）により、男女共同参画推進委員会
を中心に男女共同参画を推進してきた。この間、
文部科学省「女性研究者支援モデル育成事業」

（平成21～23年度）や「ダイバーシティ研究
環境実現イニシアティブ事業」（平成27～令和
２年度）の採択を経て、充実を図ってきた。
平成30年度は、男女共同参画の現状を把握し、
これまでの成果と課題を明らかにするために、

「男女共同参画に係るアンケート調査」を実施
した。そして、令和元年度に、男女共同参画
推進委員会内にワーキンググループ（座長は
河野銀子委員）を設置し、ワーキンググルー
プ会議を３回開催して基本計画（案）を作成し、
２回の男女共同参画委員会における検討を経
て、山形大学男女共同参画基本計画（第２次）
が策定され、令和２年４月１日に施行される
こととなった。
　第２次基本計画は令和２年度から10年間を

計画期間とし、男女共同参画に加えダイバー
シティを一層推進することを目的に、基本方
針及び具体的施策が定められた。第２次基本
計画には、これまでの10年間の成果を踏まえ、
我が国の男女共同参画に係る動向と国立大学
協会における目標等に鑑み、基本方針及び具
体的施策が掲げられている。女性教員比率や
女性管理職比率についてはこれまで以上に高
い目標を設定し、「無意識のバイアス」や性的
指向・性自認等への配慮なども明記された。
なお、第２次基本計画の策定に伴い男女共同
参画推進に関する規程が一部改正され、男女
共同参画推進委員は各キャンパスから選出さ
れることとなった。
　また、令和４年４月１日、それまでの「男
女共同参画推進室」を改称し、喫緊の課題や
戦略的事項に対応するための学長直轄組織で
ある「山形大学戦略本部」７つの室の１つと
して「ダイバーシティ推進室」が設置された。

　山形大学は、「男女共同参画社会基本法」（平
成11年６月23日法律第78号）の理念に基づき、
男女共同参画社会実現のために大学が担うべ
き役割と責任を自覚し、「山形大学男女共同参
画推進宣言」（平成21年１月23日）を発表した。
男女共同参画及びダイバーシティを一層推進
し、本学の学生及び教職員が性別、性的指向・

性自認等にかかわらず、あらゆる活動におい
て個性と能力を発揮でき、かつ、学業・仕事
と生活の調和（ワークライフバランス）を実
現することを目指し、具体的な施策の推進を
図っていくため、ここに山形大学男女共同参
画基本計画（第２次）（以下「基本計画」という）
を定める。
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●基本方針
目的の達成に向けて、本学の基本方針を次のとおり定める。
　１．教職員（教員及び職員）等の男女機会均等の実現・格差の是正
　２．教育・研究及び就労と家庭生活との両立のための環境作り
　３．男女共同参画及びダイバーシティに関する意見・要望等をくみ上げるシステムの整備
　４．男女共同参画及びダイバーシティへの意識改革の促進
　５．女性研究者（教員・後期博士課程学生・ポストドクター）の裾野拡大
　６．男女共同参画及びダイバーシティ推進のための教育・研究の充実
　７．男女共同参画及びダイバーシティに関する学内の調査・分析・統計等の情報提供
　８．男女共同参画及びダイバーシティに取り組む地域社会等との連携

●令和４年度具体的施策（行動計画）

【教職員等の男女機会均等の実現・格差の是正】
＜全学＞
　１）女性教員比率の向上

・雇用機会均等法によると女性の割合が４割を下回っている場合、男女格差が存在していると
判断される。本学においても女性教員比率を引き上げるとともに、格差の是正に努める。

・令和11年度までに、大学全体の教授の女性比率は15％以上、准教授は23％以上、女性教員
比率は20％以上の達成を目指す。

・上記の目標を達成するため、必要な改善措置等を男女共同参画推進室を中心に各キャンパス
等においても具体的に検討し、その達成状況を毎年点検する。

　２）大学経営における女性参画の拡大
・令和11年度までに、役員、副学長、部局長、経営協議会委員、教育研究評議会評議員は、

20％以上の達成を目指す。
・女性教職員の人材育成のため積極的な方策を推進し、管理職比率の向上に向けた登用等を積

極的に行う。
　３）男女格差是正のためのチェック機能の導入

・教職員の採用や昇進、研修機会において、積極的な改善策がとられているか、また、業績評
価において、性別による差別等がないか、無意識のバイアスに配慮し、積極的な改善策がと
られているかを定期的に点検する。



006

山形大学ダイバーシティ推進室活動報告書

＜キャンパス＞

小 白 川
キ ャ ン パ ス

【人文社会科学部】
・令和４年10月１日において、女性教員比率は20.51％となる予定である（教員78名中、

女性教員16名）。今年度中の採用人事についても、引き続き20％以上を維持、向上する
ように手続きを進めて行く。

【地域教育文化学部】
・「無意識のバイアス」チェックを継続的に実施できる環境を整備し、教員の意識改善を

行う。
・研究環境の整備に努め、助成等の支援体制についても、積極的に周知していく。
・各種運営業務や管理的業務へ女性教員の登用を、男女比率も配慮しながら継続する。

【理学部】
・女性教員比率の向上を目指し、女性限定（または優先）公募を実施する。

【学士課程基盤教育機構】
・「無意識のバイアス」セルフチェックを定期的に実施できるよう周知等行う。

飯 田
キ ャ ン パ ス

・女性教員の比率20％以上を維持する。
・性別による優遇措置はとらないが、引き続き管理職として適切な人材を登用することに

より、積極的に女性教員の活用を図っていく。
・ダイバーシティ枠での教員の雇用などを引き続き検討する。

米 沢
キ ャ ン パ ス ・引き続き研究成果に限らず、幅広い女性教員の活躍を社会にPRする。

鶴 岡
キ ャ ン パ ス

・研究分野を考慮しながら、女性優先公募など、優秀な女性教員比率を引き上げるための
採用計画を実施する。

附 属 学 校
・山形県教育委員会と連携し、校長・教頭への女性教員の登用を積極的に推進する。
　主幹教諭や教務主任、学年主任、主事等への女性教員の登用割合を維持又はそれ以上と

なるように努める。
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【男女共同参画及びダイバーシティへの意識改革の推進】
＜全学＞
・個々の性別、性的指向・性自認にかかわらず、本学の学生及び教職員が自然にお互いを認め、受

け入れることができる組織を目指す。
・教職員や学生を対象とするシンポジウムやセミナー、男女共同参画フェスタ等を定期的に開催する。
・女性研究者ネットワークを構築し、定期的な勉強会等を開催する。
・学長・学部長と女性研究者との懇談会を定期的に開催する。
・ホームページ、男女共同参画ニューズレター等による学内外への情報発信を強化する。

＜キャンパス＞

小 白 川
キ ャ ン パ ス

【人文社会科学部】
・研修会の企画者には、可能な限り録画をしてもらい、事後的に研修を受ける機会を確保し、

より多くの教員が研修に参加できるようにする（参加状況の把握にも努める）。また視
聴後の簡潔なアンケート（オンライン）を実施してもらい、ダイバーシティに対する意
識の向上を図る工夫をする。

【地域教育文化学部】
・「多様な性に関するガイドライン」に関して継続的に実施できる環境を整備し、当ガイ

ドラインの周知徹底を図る。
・キャンパスで主催の関連する研修会等への参加及び支援を行い、意識を高める。
・男女共同参画に関するHPや広報誌などを活用し、正確な情報を提供するとともに、育休

取得など、積極的に支援を行う。

【理学部】
・男女共同参画及びダイバーシティに関するワークライフバランス講習会を開催する。
・女性研究者と学部長との懇談会を開催する。

【学士課程基盤教育機構】
・関連する研修会等への参加周知を積極的に行い、意識向上を図る。
・「多様な性に関するガイドライン」も含め、教職員向けの支援情報などをダイバーシティ

推進室HP等も活用し情報提供を行う。

飯 田
キ ャ ン パ ス

・医学部学生を対象にしたキャリアパスセミナーにおいて、男女共同参画に関する内容を
充実させる。

・県、医師会、女性医師ネットワークと連携をとり、男女共同参画の企画を進める。

米 沢
キ ャ ン パ ス

・男女共同参画及びダイバーシティの視点に基づいた「学長・学部長と女性研究者との懇
談会」を実施する。

鶴 岡
キ ャ ン パ ス

・教職員においては、ダイバーシティ推進室や地方自治体等の企画事業の参加を積極的に
促す。ダイバーシティ推進室と連携し、学長・学部長と女性研究者との懇談会を開催する。

附 属 学 校
・各校園長等が、校内研修会等において、オンライン教材（動画等）や資料等を用い教職

員に対し講義等を行い、LGBT等に対する情報を周知することで、LGBT等に対する理解
を深める。また、大学において制定されたLGBT等対応ガイドラインの周知に努める。
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【男女共同参画及びダイバーシティ推進のための女性研究者の裾野拡大】
 ＜全学＞
・専門分野を活かした職業に就いている女性卒業生等を招いた講演会や交流会等を、各キャンパス

等で定期的に開催する。
・女子中高生向けのセミナー等を開催する。
・女性学生の研究活動の活性化のためにネットワーク活動を支援する

＜キャンパス＞

小 白 川
キ ャ ン パ ス

【人文社会科学部】
・オープンキャンパスにおける模擬講義、出張講義、探求学習支援、大学説明会等、女性

教員に積極的に担当してもらうよう、各委員会（担当者）に依頼する。これにより、女
性研究者の活躍、職業の選択肢としての研究職について、紹介する機会をいっそう増や
すように努める。

【地域教育文化学部】
・女性教員の活躍を身近に感じてもらい研究職の魅力を伝え、職業選択の一つとして認識

してもらえるよう、出張講義等への女性教員の参加の機会を積極的に支援する。
・HPなどを活用して女性研究者（卒業生を含む）の活動内容の広報に努める。

【理学部】
・山形西高校１、２年生の生徒向けに裾野拡大セミナーを実施する。

【学士課程基盤教育機構】
・出張講義及び大学訪問時の模擬講義などを通じ、女性教員の研究活動紹介などの機会を

設ける。

飯 田
キ ャ ン パ ス

・オープンキャンパス、出張講義などで研究を含めた医学部の魅力を発信する。
・高度医療人研修センターでキャリアアップコースを支援する。大学院進学を促進する。

米 沢
キ ャ ン パ ス

・令和５年度に採用予定の教員公募においても継続して女性教員を積極的に採用する公募
を実施する。

鶴 岡
キ ャ ン パ ス

・裾野拡大セミナーをオンラインにて開催し、より広い地域の女子高生に向け情報を提供
し活動していく。

附 属 学 校 ・専門分野を活かした職業に就いている女性研究者を招いた授業等の開催等、附属中学校
においてキャリア教育の一環として実施する。
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【その他】
 ＜全学＞
・両立のための環境作り、意見・要望等をくみ上げるシステム、教育・研究の充実、男女別統計等

の分析・情報提供、地域社会等との連携など

〈キャンパス〉

小 白 川
キ ャ ン パ ス

【人文社会科学部】
・研究、教育、学部・全学の運営業務全般について、ワークライフバランスの観点からの

現状の問題点、今後の改善点等について意見交換を実施する（オンライン上の簡潔なア
ンケートなどを活用することも検討する）。それを基に、学部における対応の検討、全
学への情報提供、必要に応じて対応の検討要請などを行う。

【地域教育文化学部】
・「ワークライフバランス」に関する調査を継続的に実施できる環境を整備し、意見・要

望等をくみ上げるシステムを構築する。
・育児休業からの復帰のサポートなど、家庭との両立や各種研修時のサポートを行う。
・懇談会や講演会などを企画し、意見・要望等、情報交換の機会を設ける。

【理学部】
・男女共同参画及びダイバーシティに関するワークライフバランス講習会を開催する。
・教員の意識改革を目的とした新たな取組について検討する。
  （例えば、子育てや介護における急な呼出しを想定した即時退勤研修など）
・女性研究者の集いを開催する。

【学士課程基盤教育機構】
・会議のリモート実施を徹底し、また会議時間等の短縮のため、各種会議資料等の事前確

認を行い、運営業務の効率化を図る。

飯 田
キ ャ ン パ ス ・医学部管理運営委員会において検討し、関係する各事業を通じて推進していく。

米 沢
キ ャ ン パ ス

・進学説明会やフェローシップ創設事業での経済支援等の各種大学院進学支援を活用し、
女子学生の大学院進学率を向上させる。

鶴 岡
キ ャ ン パ ス

・ワークライフバランスの課題の共有や育児休業や介護休業などの各種制度や取りやすい
環境整備、ならびに、男女共同参画の取組に関する情報交換に努める。

　また、必要に応じてテレワークを行える環境整備に努める。

附 属 学 校 ・教職員に対して、バイアスチェックを実施し、ダイバーシティ推進の鍵となる「アンコ
ンシャス・バイアス」の認知度を調査する。
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令和４年４月１日現在
委　員　名 氏　　　名 備　　　考

第　１　号　委　員
大　森　　　桂 委 員 長
飯　塚　　　博 副委員長

第　２　号　委　員 河　野　銀　子 副学長特別補佐

第　３　号　委　員

金井塚　勝　彦 小白川キャンパス　
齋　藤　貴　史 飯田キャンパス
齊　藤　　　敦 米沢キャンパス
塩　野　義　人 鶴岡キャンパス

第　４　号　委　員

小　泉　有紀子 小白川キャンパス　
櫻　田　　　香 飯田キャンパス
皆　川　真　規 米沢キャンパス
佐々木　由　佳 鶴岡キャンパス

第　５　号　委　員 柿　﨑　悦　子 主担当教員
第  ６　号　委　員 東海林　守　一 総務部長

第　７　号　委　員 小　山　和　佳 エンロールメント・
マネジメント部長

第　８　号　委　員 沼　澤　利　光 研究部長
第　９　号　委　員 牧　野　直　彦 保健管理センター所長

【参考】
①第1号委員：学長が指名する理事又は副学長
②第2号委員：担当理事又は副学長が指名する理事特別補佐又は副学長特別補佐
③第3号委員：各キャンパス長が当該キャンパス内の副学部長の中から推薦する者　 各１人
④第4号委員：山形大学学術研究院規程第8条第1項に基づく主担当教員として各キャンパス内に配

置された女性教員の中から各キャンパス長が推薦する者　各１人
　ただし、女性教員が困難な場合は、男性教員とすることができる。
⑤第5号委員：主担当教員および副担当教員
⑥第6号委員：総務部長
⑦第7号委員：エンロールメント・マネジメント部長
⑧第8号委員：研究部長
⑨第9号委員：その他委員長が必要と認めた者

2 ダイバーシティ推進委員会委員
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令和４年４月１日現在

室　　　員 氏　　　名 備　　　考
室　　　長 大　森　　　桂 副学長（社会共創担当）
副　室　長 河　野　銀　子 学術研究院　教授
副　室　長
主担当教員 柿　﨑　悦　子 ダイバーシティ推進室准教授

副　室　長 佐　竹　弘　顕 総務部総務課長
室　　　員 東海林　守　一 総務部長
室　　　員 菅　井　和　明 総務部人事課長
室　　　員 笠　原　龍　司 総務部労務課長

室　　　員 佐　藤　幸　恵 エンロールメント・
マネジメント部学生支援課副課長

室　　　員 馬　場　智　明 研究部研究推進課副課長
室　　　員 高　橋　弘　美 ダイバーシティ推進事務室長

アドバイザー 花　輪　公　雄
理事（企画、評価・IR、総務、
危機管理、内部統制担当）・
副学長

令和４年４月１日現在

室　　　員 氏　　　名 備　　　考
分 室 長 黒　田　充　紀 米沢キャンパス長
副 分 室 長 齊　藤　　　敦 副学部長（第３号委員）
主 担 当 教 員 柿　﨑　悦　子 ダイバーシティ推進室　准教授
副 担 当 教 員 皆　川　真　規 学術研究院准教授（第４号委員）
副 担 当 教 員
室 員 庄　司　三　輝 米沢キャンパス事務部長
室 員 阿　部　賢　二 米沢キャンパス事務部総務課長
室 員 高　橋　弘　美 ダイバーシティ推進事務室長

3 ダイバーシティ推進室員

4 ダイバーシティ推進室米沢分室員




